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　普通の積分には不定積分と定積分があるが，二重積分に

は定積分しかない。そこで私は二重積分にも不定積分の概

念を考えることにした。

　二変数X，yの関数f（X，のに対して，別の関数F

（・，　・）があって謙毒一、號一／（…のにな・

とき，F（X，のは／（X，のの二重原始関数又は二重

不定積分であると呼び，F（X，　y）　・一fff（x，のびコc

dyと表わすことにしよう。

定理1，連続関数ア（x，のの二重原始関数は必ず存在

　　　する。

（証明）／（X，のは連続関数だから，二重定積分

　　∫雛∫（・…）・…一・（x・　・）が擁す・・

そ・て嘉≒∫1∫（Xtの一諾一f（…の

　　　82　G　　　　　　＝ア（x，のよってG（x，のは／（Xsの同様に
　　　6x6y
の二重原始関数で．ある。

　次の定理の証明は容易である。

定理2，F（x，の，　G（（x，のが同一の関数の原始関数

　　　である為の必要十分条件はG（X，の＝F（Xsの

　　　＋g（X）＋ψ（y）と表わされることである。　（ここ

　　　にg）（X），ψ（のはそれぞれX，yだけの関数であ

　　　る。）

　注意，∫∫／（コじ，のdコcdY＝／（∫／（x，のdx）d

y＝／（∫f（X，Y）dY）dxと考えてよい。

　　　2　二重定積分と二重不定積分の関連

定理3，F（x，　y）　一／ff（x，　y）dxdyならば

　　　∫1∫；’（・sの〃・・一F（c・　・）一F（c・b）

　　　一F（a，d）＋F（a，ろ）と表わされる

（証明）定理1の証明より

　　∫lfl　f（・・　・）・・dxはf（・C・　・）の二重原始関

　　数だから，定理2より

　　∫IJIf（x・のdYd・一F（…〃）＋・・（・・）＋v（の

　　　　一（1｝と表わされる。

（1）においてx＝aとおき

　　・一∫1∫lf（x・のdyd…＝F（a・〃）＋・（a）＋

　　　　ψ（y）一（2）

（1）においてy＝bとおき

　　・一∫lflf（x，　y）dyd…一F（Xs〃）＋・（・）＋

　　　　ψ（b）　（3）

（1）においてx・＝a，y＝bとおき

　　　　ド　ガ　　ダ　ム
　　o一一」；」；f（x・のdYdx－F（a・ろ）＋pa（の＋

　　　　ψ（b）一（4｝

　　　∫1∫lf．（・・，の〃4・c・＝F（x，〃）一F（atの

　　　　　一F（x，　b）＋F（a，　ろ）一（1）一（2）一（3｝＋（4｝

　この式において，X，　yをそれぞれCtdで置き換えれば

証明は完了する。
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例5．ffcos（x十のdxdy＝一cos（x十の

　　・∫1∫：・・S（・・＋のd・d・一一…（b＋d）・…

ee　2号）

　　（b＋c）＋cos（a＋d）一cos（a＋c）

　　　　　　　　　　　昭和44年9月22日提出

一一一@296　一


